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はじめに
世界的な超高齢化やパンデミックと急激な変化の中で，

私たちは個人や家族という小さな単位であらゆる状況への
対応を求められている．さらに，我が国は老々介護が急増
しているために，個々が意思を持ち，考え・行動できる時
間をできる限り長く保つことが重要になってきている．認
知症予防を含め 2017 年に開始した本研究の中で特に運動
症状に改善傾向が認められた症例から超音波機器の新たな
有効性が確認されたので報告する．近年，世界的にも超音
波刺激をパーキンソン病に使用した報告があり 1-3)，超音
波による脳への刺激でドパミン放出が促進され 3)，ドパミ
ンニューロンを保護することもわかっている 2)．認知機能
評価としてミニメンタルステート検査 (Mini-Mental State 
Examination, MMSE)，患者重症度及び介護者負担度評価
には神経精神目録 ‐ 質問票 (Neuropsychiatric Inventory 
Questionaire, NPI-Q) を用いて評価した．なお，医師によ
るホーン・ヤールの重症度分類等の評価は実施していない．
被験者はすでに薬物療法が施されているがその効果が十分
でなく，心理検査実施が可能なパーキンソン症状を伴う認
知症患者 4-6) である．実施期間を 12 週とし，その間内服薬
の変更をせず微弱超音波刺激装置を用い施行した 7,8)．

日本補完代替医療学会誌　第 19 巻　第 2 号　2022 年 10 月：97-101

【要　旨】
認知機能障害の患者を対象に，薬剤を併用し
た微弱超音波刺激が，認知機能障害と認知症
における行動・心理症状 (Behavioral and 
Psychological Symptoms of Dementia, 
BPSD) にどのような影響を及ぼすのかを精
神・認知機能学的評価から検討した．今回我々
は，運動症状に著しい改善が認められた症例
を報告する．

【キーワード】
微弱超音波刺激，行動・心理症状，精神・認
知機能学的評価，運動症状
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材料・方法

1. 使用機器
超音波刺激装置として，微弱長波超音波装置−振動子 4

個タイプ【左右の前頭部と側頭部位に計 4 個の振動子を備
えたヘアーバンド型】（株式会社上山製作所，千葉）を用
いた 9)（図 1）．

2. 方法
被験者と家族は，病院にて医師により前述の機器取扱い

について説明を受け，十分な操作への理解を確認し，同意
を得た．なお，機器は自宅で使用した．超音波強度ボリュー
ムは最大に固定し，20 分間 / 回，2 回 / 日（午前と午後）
を 12 週間（2018.2 からの 3 ヶ月間）継続使用した 8)．薬
剤については，本機器使用開始前，6 ヶ月間，種類・用量
に変更がない状態で症状・経過を確認の上それらを維持す
るものとした 7)．

3. 評価方法
被験者は 0，4，8，12 週後に来院し，医師の問診を受け，

認知機能障害の評価には MMSE（最低 0 点，最高 30 点），
BPSD の評価にはNPI-Q（患者重症度-最低0点，最高30点，
介護者負担度 - 最低 0 点・最高 50 点）を用いた．

4. 被験者
使用開始時 (2018.2) 68 歳 男性
服薬状況：マドパー 3T /日・レミニールOD錠8 mg 2T /日

セルベックス 50 mg 3Cap / 日

病歴
50 代後半より幻視・レム睡眠行動障害・うつの症状が

みられ，近医を受診した．その際，Parkinson Disease (PD)
を疑われ，検査の可能な近くの中核病院に情報提供され，
61 歳時 PD と診断された．この後いくつか病院を変える
も，再び同病院で，定期通院加療し，62 歳時に Parkinson 
Disease Dementia (PDD) と診断・処方が開始され，著者
らのクリニックに紹介された．来院当初より強い振戦が認
められ，小声で口の開きも悪く，下を見る（目を伏せる）

傾向があった．妻の介助があって歩行の 1 歩目がやっと出
せ，常時手引きによる介助歩行であった．徐々にパーキン
ソン症状は悪化し，68 歳時には車椅子を使用することも
あり，座位保持困難で，無口，無表情，目は閉じたままで
いることが多く認められるようになっていた．
既往歴：なし
家族歴：なし

本研究は，医療法人フォルクモアクリニック医庵倫理委
員会より，2017 年 2 月 13 日に承認を受けて行われた．

結　果

機器使用前，パーキンソン病の症状が強く認められてい
た被験者は，4 週目から手引き歩行が可能となり，斜めに
倒れて，もたれかかるような座位もまっすぐ保つことが可
能となり，食事の際フォークを持てるようになった．これ
以降 12 週目まで，更に劇的な改善をみせた．表 1 に示さ
れるように，NPI-Q の重症度は 8 週目で 5 点から 0 点へ
(-5)，介護者負担度は 4 週目で 8 点から 0 点に (-8) 改善した．
MMSE に関しては，0 週〜 8 週目まで日内変動・wearing 
off 等の状態が軽減される中で，体調不良（風邪を引く，4
週目・15 点）があり，安定した結果に繋がらなかったが，
8 週目以降 20 点を下回ることはなかった．経過は，図 2
に示した MMSE 自発書字及び図形模写で明らかな改善が
示されている．

考　察

被験者は，本機器の使用前に振戦，筋強剛，無動寡動，
姿勢反射が見られていたが，使用後は症状に改善が認めら
れた．

本研究で被験者は 4 個の超音波振動子を使用したこ
とで，重い症状でありながら，4 週目という早い段階で
NPI-Q，MMSE ともに全体的に改善傾向にあることが認め
られた．また，改善された傾向はその後も維持されている．

図 1 微弱長波超音波装置
A: 装着，B: 超音波振動子配置，C: 制御装置

A B C



経頭蓋微弱超音波刺激のパーキンソン症状に及ぼす影響 99

図 2 MMSE 自発書字及び図形模写

表 1　パーキンソン症状のある被験者の評価スコアデータ NPI-Q，MMSE
NPI-Q

検査項目と
検査週

0 週 4 週 8 週 12 週 変化量
(12 週 -0 週 )

特記事項

患者重症度 5 3 0 0 -5 重いパーキンソン症状が改善され介護
者負担度が軽減された介護者負担度 8 0 0 0 -8

MMSE
24 15 22 20 -4 本認知機能検査は on/off の影響も見受

けられたが，8 週目以降スコアが 20
を下回ることはなくなった
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一方 MMSE は，0 週に 24 点，4 週に 15 点，8 週に 22 点，
12 週に 20 点と変動しているものの，図 2 に示されるよう
にパーキンソン症状への効果が認められた．開始時（0 週
目）には文章も図形も鉛筆を紙の上にのせるだけで書くこ
とはできなかった．8 週目で少しではあるが文章が書け，
取り組むことへの意欲がみられるようになってきた．さら
に 12 週目には文が書けるようになった．この後 20 週目の
追跡調査の結果，自分が感じた検査当日のことを文章にで
きた．また少し小さめではあるが重なった 2 つの五角形が
明確に描けるという改善を示した．

NPI-Q の結果は運動機能が向上し，以前より動ける時間
を長く保てることでひとりで入浴できたり，衣服を着脱で
きるなど，介護者の負担の軽減に繋がった．さらに，この
被験者は自分自身の動きの変化からパーキンソン症状の改
善を実感できた．

以上のことから，パーキンソン症状，パーキンソン病特
有の運動障害に振動子 4 個の微弱超音波刺激が改善をもた
らすことが確認できた．また，この被験者は治験終了から

（2018 年 3 月～ 2021 年 12 月）現在に至るまで専門医の
もとで薬物療法を中心とする適切な治療を継続しながら本
機器を使用し，現在では自立歩行・方向転換・座位保持な
どを可能としている．

これらのことから，超音波刺激が脳血流の活性化を図る
ことで，認知症に伴う多くの症状を改善し，薬剤の効果を
高めつつ，副作用を軽減しているものと考察される．さら
に本機器は，既存する超音波刺激の中でも有害とされる事
象 10,11) は認められず，安全性も確認されており 12) 患者へ
の負担が少なく，ADL の向上に繋がる可能性を大きくして
いる．

結　論

本研究により，頭部への微弱超音波刺激と薬剤の併用は，
認知機能障害・パーキンソン症状に対して有効であり即効
性も高く，介護者の負担を軽減できた．今回使用した振動
子 4 個のタイプは車椅子を使用するパーキンソン症状の強
く認められる被験者を 12 週間の連続使用で自立歩行また
は手引き歩行を可能にした．この結果は，運動症状に関わ
る新たな治療法として期待できる．

今後の課題として，長期使用による患者の耐性を含め，
母集団を増やして認知症状改善度，効果の持続性について
の研究・確認が必要である．パーキンソン症状については，
統一された評価尺度のホーン・ヤールの重症度分類などを
加えて，より正確なデータを収集・解析し，各々の症状に
対する振動子の位置を脳の役割から考察し，より的確な根
拠に基づく新しい治療法に繋げたい．
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ABSTRACT

Effects of Transcranial Weak Ultrasonic Stimulation on Parkinson’s Symptoms
- Consideration Focused on Cognitive Function Tests -

Hiroko FUJII1*，Shukan OKANO2，Yoshio SIMOTORI3,  Kenji KOSAKA1

1 Folkmore Medical Corporation Clinic Ian Center Minami

2  Institute of Biomaterials and Bioengineering, Tokyo Medical and Dental University

3  Kamiyama Mfg. Co. Ltd.

Behavioral and psychological symptoms were examined by psychiatric and cognitive functional evaluation in cognitive 
dysfunction patients who received weak ultrasound stimulation and drugs. We found great improving effects on motor symptoms 
for the first time in this study.

Key words: weak ultrasound stimulation, behavioral and psychological symptoms of dementia, psychiatric and cognitive 
functional evaluation, motor symptoms




